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【重要：ご利用の方は必ずご確認下さい】

❖ 【Web版】文書・ファイルにおける種別の並び順について

従来、種別の並び順は作成した順で並んでおりましたがアスキー順（※）に並ぶよ

うに改修いたしました。

（※アスキー順：数字、アルファベット、ひらがなの降順のこと）

【例】

プルダウンで表示した際に下図のようになります。

カルテ機能修正 



❖ 二段階認証について

従来は二段階認証を行った際、どのアカウントが認証をしているかの判断が画面

上で出来ませんでしたが、改修後はアカウント情報が表示されるようになりました。

　　　　　　　　　　　　　　　    ↓

下図のようにクリニック名、ユーザー名が表示されます。

確認し、「承認」ボタンをクリックします。

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　↓

CLIUS機能追加 



❖ 【Web版】ORCA履歴のDoについて

従来では、オーダーをカルテに単体でDoすることが可能でしたが、改修

後は、レシピごと（一剤ごと）でもDoすることが出来るようになりました。

オーダーの上に診療種別区分が表示されており、

その右側にDoボタン　　　　　　　を設けました。

カルテ機能追加 



❖ 【Web版】バイタルの入力における機能追加

①日付入力が手入力で出来るようになりました。

②カレンダーの　　　　　マークを長押しでクリックすると

スムーズに過去月または未来月へ移動出来るようになりました。

カルテ機能追加 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❖ 【Web版】検査マスタの検索について

検査マスタの名称を検索する際に、カタカナ表記の検査名称をひらがな入力で検

索することが可能になりました。

【例】

クレアチニン→くれあちにん

上図のようにカタカナ検索はもちろん、ひらがな検索でもヒットします。

カルテ機能追加 



❖ 【Web版】自費・保険なしカルテ作成時のデフォルト診察料について

従来は自費または保険なしのカルテを作成した際に、ORCAで診療料の自動算定

が設定されている場合、保険カルテ同様に診療料が表示されていましたが、改修

後は、CLIUS側で表示の有無を設定出来るようになりました。

①メニューの「設定」より

「クリニック全体設定」から「自費・保険なしデフォルト診察料設定」を「取得しない」

→「取得する」に変更します。 

②設定後、自費（または保険なし）カルテを作成すると下図のようにオーダーが空

の状態で表示されます。

カルテ機能追加 



❖ 【Web版】患者カルテ歴について

現在、患者カルテ歴を出力する際に選択出来る保険は「保険」・「自費」・「保険な

し」ですが、改修後は、「すべて」を出力できるようになりました。

①メニューの「ツール」より

「患者カルテ歴発行」から出力対象を「すべて」にすると

表示保険および指定期間内でのすべてのカルテ歴を出力することが可能です。

カルテ機能改修 



❖ 【Web版】検査ベンダーコードについて

前回の仕様変更では、検査結果報告書を出力した際に自動で検査項目コー

ドが表示されていましたが、自動での出力を廃止しました。

代替として、検査項目コード出力されるテンプレートKeyをマッピング表に

追加いたしましたので、ご利用になりたい場合はご活用下さい。

「検査結果単項目別」のKeyマッピングを設定することで、検査会社様で管理され

ているベンダーコードを検査項目の横に表示させることが出来ます。

カルテ機能修正 



検査結果にソート機能が追加されました。

「受取順」：デフォルト

「項目順」：項目コード順に並びます 

 

 

 

 

 

 

 

                                     　↓ 

カルテ機能追加 



❖ 【Web版】予定カルテ機能の改修と追加

予定カルテ機能において改修と機能追加をいたしました。

☆予定カルテの概要については【 Web版】CLIUS基本操作マニュアルの

　3. 受付一覧→3.3 予定カルテ機能をご参照下さい。

「予定一覧」画面への切り替え方法

画面右上に「予定一覧」ボタンがございますので、クリックすると

「受付一覧」から「予定一覧」画面へ切り替えられます。

中止カルテを表示したい場合は下図の手順にてフィルターをかけることで表示する

ことも可能です。

カルテ機能改修・追加 



予定カルテの「中止」機能

カルテ画面の右上に「中止」ボタンがあるのでクリックします。

※［ORCA送信］ボタンをクリックすると中止に出来ません。

※カルテの削除はできません。

下図のようにカルテがグレーアウトされます。

「再開」ボタンをクリックすると、元の予定カルテに戻ります。

カルテ機能改修・追加 



「Filter」機能から「中止カルテ」にチェックボックスを入れるとカルテ履歴に表示する

ことが出来ます。

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

カルテ機能改修・追加 



❖ 【Web版】メモ機能の追加

改修により、「患者への連絡事項」と「院内連絡メモ」欄が追加されました。記載した

場合の挙動は下記をご確認下さい。

上が患者への連絡事項、下が院内連絡メモです。

・患者への連絡事項；次ページで詳細をご確認下さい

・院内連絡メモ：カルテ及び予約一覧表でのみ確認できます

　　　　　　　　患者様側に表示されることはありません

予約機能追加 



患者への連絡事項に記載した場合のうごき

①予約票（患者個別）の備考欄に表示されます。

②予約管理画面またはORCAのメールアドレス欄にメールアドレスが登録されてる

場合、患者様に予約内容が送信されます。

予約管理画面のメールアドレス登録はこちらを指します↓

予約機能追加 



☆内容変更をしたあと、予約情報を再送することが出来ます。

・予約一覧表から変更する場合

①予約内容の右端にあるカレンダーのアイコンをクリックします。

②内容を変更し「更新」ボタンをクリックします。

予約機能追加 



③メール送信の有無を選択することが出来ます。

④患者様へ変更内容が再度送信されます。

予約機能追加 



・予約管理画面から変更する場合

①予約管理画面より該当の予約をクリックします。

②内容を変更し「更新」ボタンをクリックします。

以下③、④は同様です。

予約機能追加 



❖ 【Web版】予約情報の表示変更

予約管理画面における予約一覧の選択メニューに「メニュー」ごとの表示が出来る

よう設定が追加されました。

①表示種類を選択するプルダウンをクリックすると「メニュー」が表示されます。

②作成したメニューの一覧のもと、予約状況が表示されます。

メニューの位置はドラッグ＆ドロップで変更することも可能です。

予約機能追加 



メニューのチェックボックスを外せば、表示させたいメニューだけを一覧表に表示す

ることも可能です。

【メニューの位置、表示メニューの情報を保持したい場合】

その画面でのURLを保存し、そちらへアクセスすることで、

再度同じ状態で予約一覧を閲覧することが可能です。

予約機能追加 
 


